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教 育 出 版 出
版
社

教
科
書
名

現代文Ｂ 現代文Ａ 青春文学名作選――歴史の中の青春 精選 国語総合
現代文編

国語総合 新編 国語総合 国語表現 改訂版

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
雀
こ 	

 

太
宰
治
『
晩
年
』�

562

・
竹 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
バ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ク 	

 

小
川
洋
子
『
ま
ぶ
た
』�

464

・
文
学
の
ふ
る
さ
と 	

 

坂
口
安
吾
『
堕
落
論
』�

562

・
陰
翳
礼
讃 	

 

谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
・
文
章
読
本
』�

594

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
美
神 	

 

三
島
由
紀
夫
『
鍵
の
か
か
る
部
屋
』�

680

・
落
葉 	

 

ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
『
海
潮
音—

上
田
敏
訳
詩
集—

』�

400

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り 	

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
俘
虜
記 	

 

大
岡
昇
平
『
俘
虜
記
』�

810

・
舞
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
白
　
鳥  

 

三
島
由
紀
夫
『
女
神
』�

637

・
女
生
徒  

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�

432

・
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に  

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
伊
豆
の
踊
子  

 

川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』�

389

・
み
だ
れ
髪  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
一
握
の
砂  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�
464

・
舞
　
姫  

 

森
鷗
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�
562

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	
 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
鮨 	
 

岡
本
か
の
子
『
老
妓
抄
』�

497

・
三
四
郎 	

 

夏
目
漱
石
『
三
四
郎
』�

367

・
正
義
と
微
笑 	

 

太
宰
治
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』�

562

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
城
の
崎
に
て 	

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
棒 	

 

安
部
公
房
『
Ｒ
６
２
号
の
発
明
・
鉛
の
卵
』�637

・
冬
が
来
た 	

 
高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

・
甃
の
う
へ 	

 
三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
甃
の
う
へ  

 

三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
サ
ー
カ
ス  

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
思
い
出
せ
な
い
記
録  

 

茂
木
健
一
郎
『
脳
と
仮
想
』�

529

・
清
兵
衛
と
瓢
箪  

 

志
賀
直
哉
『
清
兵
衛
と
瓢
箪
・
網
走
ま
で
』�

594

・
な
め
と
こ
山
の
熊  

 

宮
沢
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』�

475

・
雨
傘 	

 

川
端
康
成
『
掌
の
小
説
』�

961

・
デ
ュ
ー
ク 	

 

江
國
香
織
『
つ
め
た
い
よ
る
に
』�

497

・
ほ
ね
と
た
ね 	

  

川
上
弘
美
『
パ
ス
タ
マ
シ
ー
ン
の
幽
霊
』�

594

・
サ
ー
カ
ス 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
葉
桜
と
魔
笛 	

 

太
宰
治
『
新
樹
の
言
葉
』�

680

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て 	

 

村
上
春
樹
『
夜
の
く
も
ざ
る
』�

767

・
言
い
ま
つ
が
い  

 

糸
井
重
里
『
言
い
ま
つ
が
い
』�

637

教
材
名	

著
者
・
新
潮
文
庫
書
名	

価
格
（
税
込
）

教 育 出 版 出
版
社

教
科
書
名

現代文Ｂ 現代文Ａ 青春文学名作選――歴史の中の青春 精選 国語総合
現代文編

国語総合 新編 国語総合 国語表現 改訂版

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
雀
こ 	

 

太
宰
治
『
晩
年
』�

562

・
竹 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
バ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ク 	

 

小
川
洋
子
『
ま
ぶ
た
』�

464

・
文
学
の
ふ
る
さ
と 	

 

坂
口
安
吾
『
堕
落
論
』�

562

・
陰
翳
礼
讃 	

 

谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
・
文
章
読
本
』�

594

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
美
神 	

 

三
島
由
紀
夫
『
鍵
の
か
か
る
部
屋
』�

680

・
落
葉 	

 

ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
『
海
潮
音—

上
田
敏
訳
詩
集—

』�

400

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り 	

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
俘
虜
記 	

 

大
岡
昇
平
『
俘
虜
記
』�

810

・
舞
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
白
　
鳥  

 

三
島
由
紀
夫
『
女
神
』�

637

・
女
生
徒  

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�

432

・
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に  

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
伊
豆
の
踊
子  

 

川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』�

389

・
み
だ
れ
髪  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
一
握
の
砂  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�
464

・
舞
　
姫  

 

森
鷗
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�
562

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	
 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
鮨 	
 

岡
本
か
の
子
『
老
妓
抄
』�

497

・
三
四
郎 	

 

夏
目
漱
石
『
三
四
郎
』�

367

・
正
義
と
微
笑 	

 

太
宰
治
『
パ
ン
ド
ラ
の
匣
』�

594

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
城
の
崎
に
て 	

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
棒 	

 

安
部
公
房
『
Ｒ
６
２
号
の
発
明
・
鉛
の
卵
』�637

・
冬
が
来
た 	

 
高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

・
甃
の
う
へ 	

 
三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
甃
の
う
へ  

 

三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
サ
ー
カ
ス  

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
思
い
出
せ
な
い
記
録  

 

茂
木
健
一
郎
『
脳
と
仮
想
』�

529

・
清
兵
衛
と
瓢
箪  

 

志
賀
直
哉
『
清
兵
衛
と
瓢
箪
・
網
走
ま
で
』�

594

・
な
め
と
こ
山
の
熊  

 

宮
沢
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』�

475

・
雨
傘 	

 

川
端
康
成
『
掌
の
小
説
』�

961

・
デ
ュ
ー
ク 	

 

江
國
香
織
『
つ
め
た
い
よ
る
に
』�

497

・
ほ
ね
と
た
ね 	

  

川
上
弘
美
『
パ
ス
タ
マ
シ
ー
ン
の
幽
霊
』�

594

・
サ
ー
カ
ス 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
葉
桜
と
魔
笛 	

 

太
宰
治
『
新
樹
の
言
葉
』�

680

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て 	

 

村
上
春
樹
『
夜
の
く
も
ざ
る
』�

767

・
言
い
ま
つ
が
い  

 

糸
井
重
里
『
言
い
ま
つ
が
い
』�

637

教
材
名	

著
者
・
新
潮
文
庫
書
名	

価
格
（
税
込
）
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桐 原 書 店 京都書房 教 育 出 版

現代文Ｂ 新 探究現代文Ｂ 国語表現 精選 現代文 B 新編 現代文Ｂ

・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
天
　
景  

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
猫  

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
死
な
な
い
蛸  

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝  

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
バ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ク  

 

小
川
洋
子
『
ま
ぶ
た
』�

464

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
檸
　
檬  

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
畜
犬
談  

 

太
宰
治
『
き
り
ぎ
り
す
』�

594

・
詩
人
の
生
涯  

 

安
部
公
房
『
水
中
都
市
・
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
舞
　
姫  

 

森
鷗
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
自
己
と
は
何
か
（
あ
る
い
は
お
い
し
い
牡
蠣
フ
ラ
イ
の
食
べ
方
） 	
 

村
上
春
樹
『
村
上
春
樹 

雑
文
集
』�

810

・
山
月
記 	
 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
晴
れ
た
空
の
下
で 	
 

江
國
香
織
『
つ
め
た
い
よ
る
に
』�

497

・
天
景
・
猫
・
死
な
な
い
蛸 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
バ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ク 	

 

小
川
洋
子
『
ま
ぶ
た
』�

464

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
檸
　
檬 	

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
畜
犬
談 	

 

太
宰
治
『
き
り
ぎ
り
す
』�

594

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�
464

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�
464

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�
562

・
夢
十
夜  

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
竹 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
落
　
葉 	

 

ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
『
海
潮
音—

上
田
敏
訳
詩
集—

』�

400

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り 	

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
バ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ク 	

 

小
川
洋
子
『
ま
ぶ
た
』�

464

・
卒
塔
婆
小
町 	

 

三
島
由
紀
夫
『
近
代
能
楽
集
』�

562

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
土
神
と
狐  

 

宮
沢
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』�

475

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
樹
下
の
二
人  

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

	
 

高
村
光
太
郎
『
智
恵
子
抄
』�

464

・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
山
椒
魚  

 

井
伏
鱒
二
『
山
椒
魚
』�

529

・
鞄  

 

安
部
公
房
『
笑
う
月
』�

497
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・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
天
　
景  

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
猫  

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
死
な
な
い
蛸  

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝  

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
バ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ク  

 

小
川
洋
子
『
ま
ぶ
た
』�

464

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
檸
　
檬  

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
畜
犬
談  

 

太
宰
治
『
き
り
ぎ
り
す
』�

594

・
詩
人
の
生
涯  

 

安
部
公
房
『
水
中
都
市
・
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
舞
　
姫  

 

森
鷗
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
自
己
と
は
何
か
（
あ
る
い
は
お
い
し
い
牡
蠣
フ
ラ
イ
の
食
べ
方
） 	
 

村
上
春
樹
『
村
上
春
樹 

雑
文
集
』�

810

・
山
月
記 	
 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
晴
れ
た
空
の
下
で 	
 

江
國
香
織
『
つ
め
た
い
よ
る
に
』�

497

・
天
景
・
猫
・
死
な
な
い
蛸 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
バ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ク 	

 

小
川
洋
子
『
ま
ぶ
た
』�

464

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
檸
　
檬 	

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
畜
犬
談 	

 

太
宰
治
『
き
り
ぎ
り
す
』�

594

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�
464

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�
464

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�
562

・
夢
十
夜  

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
竹 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
落
　
葉 	

 

ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
『
海
潮
音—

上
田
敏
訳
詩
集—

』�

400

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り 	

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
バ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ク 	

 

小
川
洋
子
『
ま
ぶ
た
』�

464

・
卒
塔
婆
小
町 	

 

三
島
由
紀
夫
『
近
代
能
楽
集
』�

562

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
土
神
と
狐  

 

宮
沢
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』�

475

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
樹
下
の
二
人  

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

	
 

高
村
光
太
郎
『
智
恵
子
抄
』�

464

・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
山
椒
魚  

 

井
伏
鱒
二
『
山
椒
魚
』�

529

・
鞄  

 

安
部
公
房
『
笑
う
月
』�

497
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・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
永
訣
の
朝  

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
夏
の
花  

 

原
民
喜
『
夏
の
花
・
心
願
の
国
』�

529

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
陰
翳
礼
讃  

 

谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
・
文
章
読
本
』�

594

・
無
常
と
い
う
こ
と  

 

小
林
秀
雄
『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』�

594

・
舞
　
姫  

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
檸
　
檬  

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
美
　
神  

 

三
島
由
紀
夫
『
鍵
の
か
か
る
部
屋
』�

680

・
鞄  

 

安
部
公
房
『
笑
う
月
』�

497

・
涙
の
贈
り
物  

 

ブ
ラ
ウ
ン
『
体
の
贈
り
物
』
柴
田
元
幸
訳�

562

・
旅
す
る
本 	

 

角
田
光
代
『
さ
が
し
も
の
』�

529

・
舞
姫 	

 

森
鷗
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�
562

・
た
け
く
ら
べ 	

 

樋
口
一
葉
『
に
ご
り
え
・
た
け
く
ら
べ
』�
400

・
蒲
団 	

 

田
山
花
袋
『
蒲
団
・
重
右
衛
門
の
最
後
』�
432

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
初
恋 	

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
サ
ー
カ
ス 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
夢
十
夜 	

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
伊
豆
の
踊
子 	

 

川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』�

389

・
赤
い
繭 	

 

安
部
公
房	

『
壁
』�

594

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
甃
の
う
へ  
 

三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
死
な
な
い
蛸  
 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
富
嶽
百
景  

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�

432

・
夢
十
夜  

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
旅
上 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
サ
ー
カ
ス 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
清
兵
衛
と
瓢
箪 	

 

志
賀
直
哉
『
清
兵
衛
と
瓢
箪
・
網
走
ま
で
』�

594

・
な
め
と
こ
山
の
熊 	

 

宮
沢
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』�

475

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
な
め
と
こ
山
の
熊  

 

宮
沢
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』�

475

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
三
国
志  

 

吉
川
英
治
『
三
国
志
（
一
〜
十
）』�

平
均
646

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
天
　
景 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
猫 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
死
な
な
い
蛸 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
バ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ク 	

 

小
川
洋
子
『
ま
ぶ
た
』�

464

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
檸
　
檬 	

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
詩
人
の
生
涯 	

 

安
部
公
房
『
水
中
都
市
・
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464
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・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
永
訣
の
朝  

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
夏
の
花  

 

原
民
喜
『
夏
の
花
・
心
願
の
国
』�

529

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
陰
翳
礼
讃  

 

谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
・
文
章
読
本
』�

594

・
無
常
と
い
う
こ
と  

 

小
林
秀
雄
『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』�

594

・
舞
　
姫  

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
檸
　
檬  

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
美
　
神  

 

三
島
由
紀
夫
『
鍵
の
か
か
る
部
屋
』�

680

・
鞄  

 

安
部
公
房
『
笑
う
月
』�

497

・
涙
の
贈
り
物  

 

ブ
ラ
ウ
ン
『
体
の
贈
り
物
』
柴
田
元
幸
訳�

562

・
旅
す
る
本 	

 

角
田
光
代
『
さ
が
し
も
の
』�

529

・
舞
姫 	

 

森
鷗
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�
562

・
た
け
く
ら
べ 	

 

樋
口
一
葉
『
に
ご
り
え
・
た
け
く
ら
べ
』�
400

・
蒲
団 	

 

田
山
花
袋
『
蒲
団
・
重
右
衛
門
の
最
後
』�
432

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
初
恋 	

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
サ
ー
カ
ス 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
夢
十
夜 	

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
伊
豆
の
踊
子 	

 

川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』�

389

・
赤
い
繭 	

 

安
部
公
房	

『
壁
』�

594

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
甃
の
う
へ  
 

三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
死
な
な
い
蛸  
 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
富
嶽
百
景  

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�

432

・
夢
十
夜  

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
旅
上 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
サ
ー
カ
ス 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
清
兵
衛
と
瓢
箪 	

 

志
賀
直
哉
『
清
兵
衛
と
瓢
箪
・
網
走
ま
で
』�

594

・
な
め
と
こ
山
の
熊 	

 

宮
沢
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』�

475

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
な
め
と
こ
山
の
熊  

 

宮
沢
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』�

475

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
三
国
志  

 

吉
川
英
治
『
三
国
志
（
一
〜
十
）』�

平
均
646

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
天
　
景 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
猫 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
死
な
な
い
蛸 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
バ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ク 	

 

小
川
洋
子
『
ま
ぶ
た
』�

464

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
檸
　
檬 	

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
詩
人
の
生
涯 	

 

安
部
公
房
『
水
中
都
市
・
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464
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・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
永
訣
の
朝  

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り  

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
野
　
火  

 

大
岡
昇
平
『
野
火
』�

464

・
舞
　
姫  

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
赤
い
繭  

 

安
部
公
房
『
壁
』�

594

・
檸
　
檬  

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
無
常
と
い
う
こ
と  

 

小
林
秀
雄
『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』�

594

・
サ
ー
カ
ス 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�
594

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�
400

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�
464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
清
兵
衛
と
瓢
箪 	

 

志
賀
直
哉
『
清
兵
衛
と
瓢
箪
・
網
走
ま
で
』�

594

・
旅
す
る
本 	

 

角
田
光
代
『
さ
が
し
も
の
』�

529

・
桃
園
の
誓
い 	

 

吉
川
英
治
『
三
国
志
（
一
〜
十
）』�

平
均
646

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
サ
ー
カ
ス  
 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  
 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
城
の
崎
に
て  

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
富
嶽
百
景  

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�

432

・
旅
す
る
本  

 

角
田
光
代
『
さ
が
し
も
の
』�

529

・
三
国
志
を
楽
し
も
う  

 

吉
川
英
治
『
三
国
志
（
一
〜
十
）』�

平
均
646

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
サ
ー
カ
ス 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
清
兵
衛
と
瓢
箪 	

 

志
賀
直
哉
『
清
兵
衛
と
瓢
箪
・
網
走
ま
で
』�

594

・
富
嶽
百
景 	

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�

432

・
旅
す
る
本 	

 

角
田
光
代
『
さ
が
し
も
の
』�

529

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
弟
子 	

 
中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…    

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
山
椒
魚  

 

井
伏
鱒
二
『
山
椒
魚
』�

529

・
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
準
備  

 

恩
田
陸
『
図
書
室
の
海
』�

594

・
永
訣
の
朝  

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
鞄 	

 

安
部
公
房
『
笑
う
月
』�

497

・
樹
下
の
二
人 	

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

	
 

高
村
光
太
郎
『
智
恵
子
抄
』�

464

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り 	

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
飛
行
機
で
眠
る
の
は
難
し
い 	

 

小
川
洋
子
『
ま
ぶ
た
』�

464

・
無
常
と
い
う
こ
と 	

 

小
林
秀
雄
『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』�

594
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・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
永
訣
の
朝  

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り  

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
野
　
火  

 

大
岡
昇
平
『
野
火
』�

464

・
舞
　
姫  

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
赤
い
繭  

 

安
部
公
房
『
壁
』�

594

・
檸
　
檬  

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
無
常
と
い
う
こ
と  

 

小
林
秀
雄
『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』�

594

・
サ
ー
カ
ス 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�
594

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�
400

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�
464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
清
兵
衛
と
瓢
箪 	

 

志
賀
直
哉
『
清
兵
衛
と
瓢
箪
・
網
走
ま
で
』�

594

・
旅
す
る
本 	

 

角
田
光
代
『
さ
が
し
も
の
』�

529

・
桃
園
の
誓
い 	

 

吉
川
英
治
『
三
国
志
（
一
〜
十
）』�

平
均
646

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
サ
ー
カ
ス  
 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  
 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
城
の
崎
に
て  

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
富
嶽
百
景  

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�

432

・
旅
す
る
本  

 

角
田
光
代
『
さ
が
し
も
の
』�

529

・
三
国
志
を
楽
し
も
う  

 

吉
川
英
治
『
三
国
志
（
一
〜
十
）』�

平
均
646

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
サ
ー
カ
ス 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
清
兵
衛
と
瓢
箪 	

 

志
賀
直
哉
『
清
兵
衛
と
瓢
箪
・
網
走
ま
で
』�

594

・
富
嶽
百
景 	

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�

432

・
旅
す
る
本 	

 

角
田
光
代
『
さ
が
し
も
の
』�

529

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
弟
子 	

 
中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…    

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
山
椒
魚  

 

井
伏
鱒
二
『
山
椒
魚
』�

529

・
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
準
備  

 

恩
田
陸
『
図
書
室
の
海
』�

594

・
永
訣
の
朝  

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
鞄 	

 

安
部
公
房
『
笑
う
月
』�

497

・
樹
下
の
二
人 	

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

	
 

高
村
光
太
郎
『
智
恵
子
抄
』�

464

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り 	

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
飛
行
機
で
眠
る
の
は
難
し
い 	

 

小
川
洋
子
『
ま
ぶ
た
』�

464

・
無
常
と
い
う
こ
と 	

 

小
林
秀
雄
『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』�

594
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・
デ
ュ
ー
ク  

 

江
國
香
織
『
つ
め
た
い
よ
る
に
』�

497

・
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…    

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
永
訣
の
朝  

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
鼻  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
道
程 	

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�
529

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
よ
だ
か
の
星 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

銀
河
鉄
道
の
夜
』�

464

・
ほ
ね
と
た
ね 	

 

川
上
弘
美
『
パ
ス
タ
マ
シ
ー
ン
の
幽
霊
』�

594

・
数
の
不
思
議
に
魅
せ
ら
れ
て 	

 

小
川
洋
子
『
博
士
の
愛
し
た
数
式
』�

594

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
道
程  
 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

・
黄
色
い
花
束  
 

黒
柳
徹
子
『
小
さ
い
と
き
か
ら
考
え
て
き
た
こ
と
』�

594

・
卒
業
ホ
ー
ム
ラ
ン  

 

重
松
清
『
日
曜
日
の
夕
刊
』�

767

	
 『

卒
業
ホ
ー
ム
ラ
ン
　
自
選
短
編
集
　
男
子
編
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
夢
十
夜  

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
旅
す
る
本 	

 

角
田
光
代
『
さ
が
し
も
の
』�

529

・
甃
の
う
へ 	

 

三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
夢
十
夜 	

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
城
の
崎
に
て 	

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
旅
す
る
本  

 

角
田
光
代
『
さ
が
し
も
の
』�

529

・
甃
の
う
へ  

 

三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン  

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
夢
十
夜  

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
城
の
崎
に
て  

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
山
椒
魚 	

 

井
伏
鱒
二
『
山
椒
魚
』�

529

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
舞
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562
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・
デ
ュ
ー
ク  

 

江
國
香
織
『
つ
め
た
い
よ
る
に
』�

497

・
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
…    

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
永
訣
の
朝  

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
鼻  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
道
程 	

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�
529

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
よ
だ
か
の
星 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

銀
河
鉄
道
の
夜
』�

464

・
ほ
ね
と
た
ね 	

 

川
上
弘
美
『
パ
ス
タ
マ
シ
ー
ン
の
幽
霊
』�

594

・
数
の
不
思
議
に
魅
せ
ら
れ
て 	

 

小
川
洋
子
『
博
士
の
愛
し
た
数
式
』�

594

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
道
程  
 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

・
黄
色
い
花
束  
 

黒
柳
徹
子
『
小
さ
い
と
き
か
ら
考
え
て
き
た
こ
と
』�

594

・
卒
業
ホ
ー
ム
ラ
ン  

 

重
松
清
『
日
曜
日
の
夕
刊
』�

767

	
 『

卒
業
ホ
ー
ム
ラ
ン
　
自
選
短
編
集
　
男
子
編
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
夢
十
夜  

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
旅
す
る
本 	

 

角
田
光
代
『
さ
が
し
も
の
』�

529

・
甃
の
う
へ 	

 

三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
夢
十
夜 	

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
城
の
崎
に
て 	

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
旅
す
る
本  

 

角
田
光
代
『
さ
が
し
も
の
』�

529

・
甃
の
う
へ  

 

三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン  

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
夢
十
夜  

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
城
の
崎
に
て  

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
山
椒
魚 	

 

井
伏
鱒
二
『
山
椒
魚
』�

529

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・『
舞
姫
』 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562
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・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
高
瀬
舟  

 

森
鷗
外
『
山
椒
大
夫
・
高
瀬
舟
』�

529

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り  

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
小
景
異
情  

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�
400

・
夢
十
夜 	

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�
464

・
富
嶽
百
景 	

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�
432

・
城
の
崎
に
て 	

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
甃
の
う
へ 	

 

三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
甃
の
う
へ  
 

三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン  
 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
城
の
崎
に
て  

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
夢
十
夜  

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
あ
ど
け
な
い
話 	

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
夢
十
夜 	

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
デ
ュ
ー
ク  

 

江
國
香
織
『
つ
め
た
い
よ
る
に
』�

497

・
永
訣
の
朝  

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
鼻  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
山
椒
魚  

 

井
伏
鱒
二
『
山
椒
魚
』�

529

・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
葉
桜
と
魔
笛 	

 

太
宰
治
『
新
樹
の
言
葉
』�

680

・
檸
　
檬 	

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
骰
子
の
七
の
目 	

 

恩
田
陸
『
私
と
踊
っ
て
』�

680

・
自
然
の
背
後
に
隠
れ
て
居
る 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
枯
野
抄 	

 

芥
川
龍
之
介
『
戯
作
三
昧
・
一
塊
の
土
』�

464
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・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
高
瀬
舟  

 

森
鷗
外
『
山
椒
大
夫
・
高
瀬
舟
』�

529

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り  

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
小
景
異
情  

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�
400

・
夢
十
夜 	

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�
464

・
富
嶽
百
景 	

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�
432

・
城
の
崎
に
て 	

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
甃
の
う
へ 	

 

三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
羅
生
門  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
甃
の
う
へ  
 

三
好
達
治
『
三
好
達
治
詩
集
』�

529

・
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン  
 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
城
の
崎
に
て  

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
夢
十
夜  

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌  

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌  

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌  

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
あ
ど
け
な
い
話 	

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
夢
十
夜 	

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
デ
ュ
ー
ク  

 

江
國
香
織
『
つ
め
た
い
よ
る
に
』�

497

・
永
訣
の
朝  

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
鼻  

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
こ
こ
ろ  

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
山
椒
魚  

 

井
伏
鱒
二
『
山
椒
魚
』�

529

・
山
月
記  

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
葉
桜
と
魔
笛 	

 

太
宰
治
『
新
樹
の
言
葉
』�

680

・
檸
　
檬 	

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
骰
子
の
七
の
目 	

 

恩
田
陸
『
私
と
踊
っ
て
』�

680

・
自
然
の
背
後
に
隠
れ
て
居
る 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
枯
野
抄 	

 

芥
川
龍
之
介
『
戯
作
三
昧
・
一
塊
の
土
』�

464
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・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
清
兵
衛
と
瓢
箪 	

 

志
賀
直
哉
『
清
兵
衛
と
瓢
箪
・
網
走
ま
で
』�

594

・
竹 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
樹
下
の
二
人 	

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

	
 

高
村
光
太
郎
『
智
恵
子
抄
』�

464

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
夕
鶴 	

 

木
下
順
二
『
夕
鶴
・
彦
市
ば
な
し
』�
497

・
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト 	

 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』�

475

・
目
玉
焼
き
の
正
し
い
食
べ
方 	

 

伊
丹
十
三
『
女
た
ち
よ
！
』�

594

・
夕
陽
の
輝
き 	

 

黒
柳
徹
子
『
ト
ッ
ト
の
欠
落
帖
』�

680

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
竹 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
蝉
　
頃 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
樹
下
の
二
人 	

 
高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

	
 

高
村
光
太
郎
『
智
恵
子
抄
』�

464

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
山
椒
魚 	
 

井
伏
鱒
二
『
山
椒
魚
』�

529

・
こ
こ
ろ 	
 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
た
け
く
ら
べ 	

 

樋
口
一
葉
『
に
ご
り
え
・
た
け
く
ら
べ
』�

400

・
赤
い
繭 	

 

安
部
公
房
『
壁
』�

594

・
美
　
神 	

 

三
島
由
紀
夫
『
鍵
の
か
か
る
部
屋
』�

680

・
檸
　
檬 	

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
待
　
つ 	

 

太
宰
治
『
新
ハ
ム
レ
ッ
ト
』�

594

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
無
常
と
い
う
こ
と 	

 

小
林
秀
雄
『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』�

594

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り 	

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
星
の
王
子
さ
ま 	

 

サ
ン=

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
『
星
の
王
子
さ
ま
』�

518

・
無
常
と
い
う
こ
と 	

 

小
林
秀
雄
『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』�

594

・
陰
翳
礼
讃 	

 

谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
・
文
章
読
本
』�

594

・
檸
　
檬 	

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
伊
豆
の
踊
り
子 	

 

川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』�

389

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
た
け
く
ら
べ 	

 

樋
口
一
葉
『
に
ご
り
え
・
た
け
く
ら
べ
』�

400

・
赤
い
繭 	

 

安
部
公
房
『
壁
』�

594

・
自
然
に
学
ぶ 	

 

養
老
孟
司
『
養
老
孟
司
の
大
言
論
Ⅲ
　
大
切
な
こ
と
は
言
葉
に
な
ら
な
い
』�

594

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
美
　
神 	

 

三
島
由
紀
夫
『
鍵
の
か
か
る
部
屋
』�

680

・
竹 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
蝉
頃 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
樹
下
の
二
人 	

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

	
 

高
村
光
太
郎
『
智
恵
子
抄
』�

464

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562
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・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
清
兵
衛
と
瓢
箪 	

 

志
賀
直
哉
『
清
兵
衛
と
瓢
箪
・
網
走
ま
で
』�

594

・
竹 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
樹
下
の
二
人 	

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

	
 

高
村
光
太
郎
『
智
恵
子
抄
』�

464

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
夕
鶴 	

 

木
下
順
二
『
夕
鶴
・
彦
市
ば
な
し
』�
497

・
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト 	

 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』�

475

・
目
玉
焼
き
の
正
し
い
食
べ
方 	

 

伊
丹
十
三
『
女
た
ち
よ
！
』�

594

・
夕
陽
の
輝
き 	

 

黒
柳
徹
子
『
ト
ッ
ト
の
欠
落
帖
』�

680

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
竹 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
蝉
　
頃 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
樹
下
の
二
人 	

 
高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

	
 

高
村
光
太
郎
『
智
恵
子
抄
』�

464

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
山
椒
魚 	
 

井
伏
鱒
二
『
山
椒
魚
』�

529

・
こ
こ
ろ 	
 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
た
け
く
ら
べ 	

 

樋
口
一
葉
『
に
ご
り
え
・
た
け
く
ら
べ
』�

400

・
赤
い
繭 	

 

安
部
公
房
『
壁
』�

594

・
美
　
神 	

 

三
島
由
紀
夫
『
鍵
の
か
か
る
部
屋
』�

680

・
檸
　
檬 	

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
待
　
つ 	

 

太
宰
治
『
新
ハ
ム
レ
ッ
ト
』�

594

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
無
常
と
い
う
こ
と 	

 

小
林
秀
雄
『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』�

594

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り 	

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
星
の
王
子
さ
ま 	

 

サ
ン=

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
『
星
の
王
子
さ
ま
』�

518

・
無
常
と
い
う
こ
と 	

 

小
林
秀
雄
『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』�

594

・
陰
翳
礼
讃 	

 

谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
・
文
章
読
本
』�

594

・
檸
　
檬 	

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
伊
豆
の
踊
り
子 	

 

川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』�

389

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
た
け
く
ら
べ 	

 

樋
口
一
葉
『
に
ご
り
え
・
た
け
く
ら
べ
』�

400

・
赤
い
繭 	

 

安
部
公
房
『
壁
』�

594

・
自
然
に
学
ぶ 	

 

養
老
孟
司
『
養
老
孟
司
の
大
言
論
Ⅲ
　
大
切
な
こ
と
は
言
葉
に
な
ら
な
い
』�

594

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
美
　
神 	

 

三
島
由
紀
夫
『
鍵
の
か
か
る
部
屋
』�

680

・
竹 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
蝉
頃 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
樹
下
の
二
人 	

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

	
 

高
村
光
太
郎
『
智
恵
子
抄
』�

464

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562
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・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
城
の
崎
に
て 	

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
… 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
富
嶽
百
景 	

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�

432

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�
400

・
城
の
崎
に
て 	

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�
562

・
冬
が
来
た 	

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

・
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
富
嶽
百
景 	

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�

432

・
冬
が
来
た 	
 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

・
羅
生
門 	
 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
里
山
物
語 	
 

日
高
敏
隆
『
セ
ミ
た
ち
と
温
暖
化
』�

562

・
夢
十
夜 	

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
水
　
仙 	

 

太
宰
治
『
き
り
ぎ
り
す
』�

594

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
サ
ー
カ
ス 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
陰
翳
礼
讃 	

 

谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
・
文
章
読
本
』�

594

・
無
常
と
い
う
こ
と 	

 
小
林
秀
雄
『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』�

594

・
遠
野
物
語 	

 
柳
田
國
男
『
遠
野
物
語
』�

464

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り 	

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
邪
宗
門
秘
曲 	

 

北
原
白
秋
『
北
原
白
秋
詩
集
』�

432

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
鞄 	

 

安
部
公
房
『
笑
う
月
』�

497

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
ト
カ
ト
ン
ト
ン 	

 

太
宰
治
『
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
』�

400

・
陰
翳
礼
讃 	

 

谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
・
文
章
読
本
』�

594

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
棒 	

 

安
部
公
房
『
Ｒ
６
２
号
の
発
明
・
鉛
の
卵
』�637

・
竹 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
お
よ
ぐ
ひ
と 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
夢
十
夜 	

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464
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・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
城
の
崎
に
て 	

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�

562

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
…
… 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
富
嶽
百
景 	

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�

432

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�
400

・
城
の
崎
に
て 	

 

志
賀
直
哉
『
小
僧
の
神
様
・
城
の
崎
に
て
』�
562

・
冬
が
来
た 	

 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

・
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
富
嶽
百
景 	

 

太
宰
治
『
走
れ
メ
ロ
ス
』�

432

・
冬
が
来
た 	
 

高
村
光
太
郎
『
高
村
光
太
郎
詩
集
』�

529

・
羅
生
門 	
 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
里
山
物
語 	
 

日
高
敏
隆
『
セ
ミ
た
ち
と
温
暖
化
』�

562

・
夢
十
夜 	

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
水
　
仙 	

 

太
宰
治
『
き
り
ぎ
り
す
』�

594

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
サ
ー
カ
ス 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
』�

594

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
陰
翳
礼
讃 	

 

谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
・
文
章
読
本
』�

594

・
無
常
と
い
う
こ
と 	

 
小
林
秀
雄
『
モ
オ
ツ
ァ
ル
ト
・
無
常
と
い
う
事
』�

594

・
遠
野
物
語 	

 
柳
田
國
男
『
遠
野
物
語
』�

464

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り 	

 

島
崎
藤
村
『
藤
村
詩
集
』�

464

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
邪
宗
門
秘
曲 	

 

北
原
白
秋
『
北
原
白
秋
詩
集
』�

432

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
鞄 	

 

安
部
公
房
『
笑
う
月
』�

497

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
ト
カ
ト
ン
ト
ン 	

 

太
宰
治
『
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
』�

400

・
陰
翳
礼
讃 	

 

谷
崎
潤
一
郎
『
陰
翳
礼
讃
・
文
章
読
本
』�

594

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
羅
生
門 	

 

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
・
鼻
』�

400

・
棒 	

 

安
部
公
房
『
Ｒ
６
２
号
の
発
明
・
鉛
の
卵
』�637

・
竹 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
お
よ
ぐ
ひ
と 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
与
謝
野
晶
子
の
短
歌 	

 

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』�

464

・
斎
藤
茂
吉
の
短
歌 	

 

斎
藤
茂
吉
『
赤
光
』�

562

・
石
川
啄
木
の
短
歌 	

 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
・
悲
し
き
玩
具
』�

464

・
夢
十
夜 	

 

夏
目
漱
石
『
文
鳥
・
夢
十
夜
』�

464
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・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�

432

・
小
景
異
情 	

 

室
生
犀
星
『
室
生
犀
星
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
編 

宮
沢
賢
治
詩
集
』�

562

・
こ
こ
ろ 	

 

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』�

400

・
檸
　
檬 	

 

梶
井
基
次
郎
『
檸
檬
』�

464

・
お
よ
ぐ
ひ
と 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
記
』�
432

・
赤
い
繭 	

 

安
部
公
房
『
壁
』�
594

・
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
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、
あ
る
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は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て 	

 

村
上
春
樹
『
夜
の
く
も
ざ
る
』�
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・
旅
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萩
原
朔
太
郎
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萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�
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訣
の
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宮
沢
賢
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新
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賢
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詩
集
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漱
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ッ
セ
イ
ア 	

 

恩
田
陸
『
図
書
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の
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し
た
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踏
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介
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詩
集
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野
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の
短
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野
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だ
れ
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吉
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藤
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赤
光
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562
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石
川
啄
木
の
短
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石
川
啄
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の
砂
・
悲
し
き
玩
具
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・
清
兵
衛
と
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賀
直
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・
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城
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に
て 	

 
志
賀
直
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小
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の
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様
・
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の
崎
に
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富
嶽
百
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太
宰
治
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走
れ
メ
ロ
ス
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432
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山
月
記 	

 

中
島
敦
『
李
陵
・
山
月
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432

・
竹 	

 

萩
原
朔
太
郎
『
萩
原
朔
太
郎
詩
集
』�

529

・
永
訣
の
朝 	

 

宮
沢
賢
治
『
新
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宮
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賢
治
詩
集
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こ
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目
漱
石
『
こ
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ろ
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・
檸
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井
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次
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檸
檬
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・
舞
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森
鴎
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阿
部
一
族
・
舞
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一
つ
の
メ
ル
ヘ
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中
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中
原
中
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詩
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椒
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椒
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賢
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安
部
公
房
『
笑
う
月
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・
葉
桜
と
魔
笛 	

 

太
宰
治
『
新
樹
の
言
葉
』�
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・
山
椒
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井
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鱒
二
『
山
椒
魚
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の
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夏
目
漱
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』�

400

・
檸
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梶
井
基
次
郎
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檸
檬
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464

・
舞
　
姫 	

 

森
鴎
外
『
阿
部
一
族
・
舞
姫
』�

562

・
一
つ
の
メ
ル
ヘ
ン 	

 

中
原
中
也
『
中
原
中
也
詩
集
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・
山
椒
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井
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二
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山
椒
魚
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夏
目
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月
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定
価
各（
本
価
4
3
0
円
＋
税
）
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●
価
格
は
平
成
30
年
4
月
30
日
現
在（
消
費
税
8
％
を
含
む
定
価
）。今
後
変
更
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
ご
注
文
は
最
寄
り
の
書
店
へ
ど
う
ぞ
。小
社
へ
の
お
問
合
せ
は
営
業
部
文
庫
係
／
電
話
0
3（
3
2
6
6
）5
1
3
2
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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